
　
関
東
・
甲
越
広
域
代
表

執
行
役
員
　
鎌
田
　
孝
昭
　
氏

「お役に立ち営業」を推進へ

　
北
海
道
広
域
代
表

執
行
役
員
　
笹
本
　
潤
一
　
氏

「ならではの価値」を持つ商品造成

　
中
部
広
域
代
表

常
務
執
行
役
員
　
松
本
　
博
　
氏

挑戦の年、交流創造事業を推進

　
東
北
広
域
代
表

執
行
役
員
　
森
　
吉
弘
　
氏

復興から未来へ、地域連携で創客

事業展開を強化
ＪＴＢ広域代表

　
今
年
度
は
、
次
代
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ
を
見
据
え
た
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
構
造
改

革
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
推
進
に

取
り
組
む
。
こ
こ
数
年
来
ア

ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
、
経
済

成
長
を
背
景
と
し
た
訪
日
旅

行
客
の
増
加
に
加
え
、
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
促
さ

れ
た
節
約
志
向
型
の
個
人
旅

行
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

顧
客
の
求
め
る
価
値
、
目
的

は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の

欲
求
を
満
た
す
こ
と
の
で
き

る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
仕
組

み
を
再
構
築
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
関
東
・
甲
越
エ
リ
ア
に
は

世
界
遺
産
登
録
の
富
士
山
、

日
光
な
ど
有
望
な
観
光
資
源

が
多
数
顕
在
し
て
い
る
が
、

エ
リ
ア
と
し
て
の
認
知
が
不

十
分
で
あ
り
、
点
の
集
約
・

ル
ー
ト
化
の
実
現
が
喫
緊
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
下
期
に
は
、
国
内

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
日
本
の
旬
　

北
関
東
」を
群
馬
、栃
木
、茨

城
の
３
県
を
舞
台
に
展
開
す

る
。「
五
色
豊
穣
　

ま
た
来
た

く
な
る
感
動
三
国
」を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、日
光
・
中
禅
寺

湖
の
紅
葉
な
ど
の「
赤
」、群

馬
・
四
万
ブ
ル
ー
な
ど
の

「
青
」、茨
城
・
袋
田
の
滝
な
ど

の「
白
」、地
元
な
ら
で
は
の

グ
ル
メ
、け
ん
ち
ん
そ
ば
な

ど
の「
茶
」な
ど
北
関
東
の
魅

力
を
色
に
例
え
て
発
信
し
、

主
た
る
目
的
で
あ
る
宿
泊
増

売
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域

振
興
は
、
極
め
て
重
要
な
事

業
課
題
で
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｃ
カ

ン
パ
ニ
ー
と
し
て
旅
ホ
連
各

支
部
会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方

々
と
一
緒
に
な
り
「
地
域
資

源
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
未

だ
顕
在
化
さ
れ
て
い
な
い

〝
地
域
の
宝
〟
に
磨
き
を
か

け
、
全
国
、
世
界
各
国
か
ら

の
誘
客
を
促
進
す
る
」
こ
と

で
交
流
人
口
の
拡
大
、
経
済

効
果
が
持
続
的
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
「
お
役
に
立
ち
営

業
」を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
北
海
道
の
観
光
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
に
つ
い

て
、
札
幌
を
中
心
と
し
た
道

央
一
極
集
中
か
ら
地
域
分
散

へ
の
移
行
の
傾
向
が
見
受
け

ら
れ
る
。
２
０
１
７
年
度
下

期
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
ア
ー
の
販

売
実
績
に
お
い
て
、
前
年
比

の
伸
長
が
著
し
か
っ
た
の
が

各
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る

体
験
プ
ラ
ン
（
前
年
対
比
４

４
０
％
）
で
あ
り
、
中
で
も

網
走
の
流
氷
砕
氷
船
や
知
床

の
流
氷
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た

冬
の
北
海
道
で
し
か
体
験
で

き
な
い「
な
ら
で
は
の
価
値
」

を
持
つ
観
光
素
材
が
大
き
く

実
績
を
伸
ば
し
た
。

　
２
０
２
０
年
に
は
新
千
歳

空
港
を
は
じ
め
と
す
る
道
内

７
空
港
の
一
括
民
営
化
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
運
営
権
者

の
選
定
審
査
に
お
い
て
重
要

視
さ
れ
る
の
は
７
空
港
連
携

に
よ
る
誘
客
促
進
策
や
観
光

振
興
策
の
提
案
だ
。
こ
れ
を

機
に
、
新
千
歳
空
港
Ｉ
Ｎ
／

Ｏ
Ｕ
Ｔ
の
道
央
エ
リ
ア
を
主

と
し
た
コ
ー
ス
の
み
な
ら

ず
、
地
方
空
港
を
絡
め
た
道

内
周
遊
型
の
コ
ー
ス
も
活
発

化
し
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
今
ま

で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
地
域

や
観
光
素
材
に
ス
ポ
ッ
ト
が

当
た
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
近
年
、
わ
れ
わ
れ
が
実
践

し
て
き
た
地
域
交
流
事
業
で

は
、
中
央
省
庁
や
自
治
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
地

域
に
お
け
る
観
光
ニ
ー
ズ
調

査
や
観
光
素
材
の
掘
り
起
こ

し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｓ
指
標

の
導
入
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
や
観
光

素
材
を
生
か
し
た
「
な
ら
で

は
の
価
値
」
を
持
つ
商
品
造

成
に
努
め
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
前
述
の
業

界
動
向
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
こ
と
で
「
創
客
」
と
「
送

客
」
を
実
現
し
、
各
地
域
に

お
け
る
宿
泊
券
増
売
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
２
０
１
７
年
度
は
大
河
ド

ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

の
放
映
や
レ
ゴ
ラ
ン
ド
開
業

な
ど
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

要
素
が
あ
り
、
ま
た
、
上
期

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
最
大
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
日
本
の
旬
信
州
」
を

実
施
し
た
こ
と
で
、
中
部
経

済
圏
に
一
定
の
貢
献
が
で
き

た
と
考
え
る
。

　
中
部
地
域
で
は
、
輸
出
関

連
好
調
業
種
を
中
心
に
設
備

投
資
や
雇
用
が
増
え
、
法
人

需
要
の
み
な
ら
ず
、
個
人
消

費
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
今

年
度
は
レ
ゴ
ラ
ン
ド

・
ジ

ャ
パ
ン
・
ホ
テ
ル
、
シ
ー
ラ

イ
フ
名
古
屋
、
金
シ
ャ
チ
横

丁
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

新
規
開
業
し
、
９
月
に
は
福

井
国
体
開
催
、

月
か
ら
３

カ
月
間
に
わ
た
る
愛
知
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
展
開
さ
れ
、
誘
客
に

追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
１
９
年
に
は
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
に
お
い
て
豊
田
と
磐

田
、
二
つ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が

会
場
と
な
る
な
ど
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
・
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。
伸

長
す
る
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
に
お
い
て
も
、
昇
竜
道

や
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
、
サ
ミ
ッ
ト
で
脚
光
を
浴

び
た
伊
勢
志
摩
な
ど
認
知
度

が
高
ま
り
、
集
客
力
を
増
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
し
て
も

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
中
部

国
際
空
港
内
の
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
受
け
入
れ
態

勢
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

今
後
も
時
流
を
捉
え
、
当
地

方
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
掘

り
起
こ
し
て
国
内
外
へ
発
信

し
、
宿
泊
券
の
増
売
に
尽
力

し
た
い
。

　
新
体
制
移
行
後
も
仕
入
、

造
成
、
販
売
の
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
販
売
促
進
を

行
う
こ
と
で
、
中
部
の
発
展

に
寄
与
し
、
人
流
を
創
出
し

て
い
き
た
い
。

　
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

し
、
東
北
は
新
た
な
発
展
に

向
か
っ
て
歩
み
始
め
て
い

る
。
２
０
１
７
年
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
延
べ
宿
泊
者
数
は
約


万
６
千
人
（
前
年
比
約
１

４
６
％
）
と
な
り
明
る
い
話

題
と
な
っ
た
。
東
北
６
県
や

東
北
観
光
推
進
機
構
な
ど
、

官
民
が
連
携
し
て
誘
客
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
が
現
れ

た
形
だ
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
推
進
し
て
き
た
地
域
と

連
携
し
た
誘
客
活
動
を
さ
ら

に
加
速
す
る
べ
く
、
地
域
交

流
事
業
の
推
進
に
注
力
し
て

い
く
。
各
法
人
個
所
に
は
観

光
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

配
置
し
、
東
北
各
支
部
の
皆

さ
ま
や
自
治
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
新
た
な
観
光
素
材
の

開
発
や
国
内
外
の
お
客
さ
ま

の
受
け
入
れ
強
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
販
売
を
担
う
各
個

所
の
担
当
者
を
対
象
と
し

て
、
各
宿
泊
施
設
を
よ
く
知

る
た
め
の
研
修
や
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
強
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

　
４
月

日
に
開
催
さ
れ
た

羽
生
結
弦
選
手
の
凱
旋
パ
レ

ー
ド
は
約

万
人
の
人
出
と

な
り
、前
日
当
日
の
宿
泊
は
、

仙
台
市
内
を
は
じ
め
周
辺
地

域
ま
で
満
室
状
態
に
な
る
な

ど
、
あ
ら
た
め
て
注
目
度
の

高
い
イ
ベ
ン
ト
の
人
流
創
出

効
果
を
実
感
し
た
。

　
今
年
度
は
、
東
北
絆
ま
つ

り（
盛
岡
・
６
月
２
、３
日
）、

全
国
植
樹
祭
（
南
相
馬
・
６

月

日
）
、
劇
団
四
季
「
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
」
ロ
ン
グ
ラ

ン
公
演
（
仙
台
・

月

日

～

月

日
）
な
ど
の
大
型

イ
ベ
ン
ト
の
取
り
扱
い
に
よ

り
、宿
泊
増
売
に
貢
献
す
る
。

次
年
度
以
降
は
、
ラ
グ
ビ
ー

Ｗ
杯
（
釜
石
）
や
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
福
島
）
を
契

機
に
、
さ
ら
な
る
人
流
拡
大

を
東
北
各
支
部
、
自
治
体
、

観
光
関
連
諸
団
体
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（２０）第２９４１号 第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）６月９日（土曜日）

　ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟の通常総会の開催に際し
て、ＪＴＢ広域代表の８人に宿泊増売や地域活性化へ
の考え、現在そして今後の取り組みについて語ってい
ただいた。


